
CODOR DataScience BootCamp 参加者向け 特典④

【2026年 DSトレンド予測レポート】

～データサイエンティストが今すぐ押さえるべきス

キル・市場・キャリア戦略～

 巻頭メッセージ

2026年はAIが「実験フェーズ」から「実装・運用フェーズ」へ完全移行する転換点です。データサ

イエンティストの役割は、単なる「分析者」から「AI設計・運用者」へと拡張しています。

本レポートは、以下の3つのシーンで活用できるキャリアプランの設計図として作成されました。

1. スキルギャップ把握：現在のスキルと市場需要の乖離を確認する

2. 転職・昇進戦略：高付加価値なニッチ領域を見つける

3. 学習ロードマップ設計：次に学ぶべき技術を選定する

 第1章：2026年トレンドスキル10選 詳細解説

SKILL 01｜Agentic AI / AIエージェント開発 重要度：★★★★★

概要 自律的にタスクを実行するAIエージェントの設計・構築スキル。2026年は組織の

71%がAIエージェントを導入済みだが実運用は11%のみ。実装できる人材が極めて

不足しています。

習得ポイント LangChain / LangGraph / AutoGen の実装経験、マルチエージェントオーケストレ

ーション、ツール呼び出しパターン（ReAct, Plan-and-Execute）

関連ツール LangChain AutoGen CrewAI OpenAI Assistants API

求人需要 急上昇中 🔥🔥🔥



SKILL 02｜LLM・生成AIエンジニアリング 重要度：★★★★★

概要 LLMを業務システムに組み込む実装力。RAG（検索拡張生成）によるナレッジ統

合、ファインチューニングによる特化モデル構築が求められます。

習得ポイント RAGパイプライン設計、ベクトルDB、プロンプトエンジニアリングの体系化、

LoRA/QLoRAによる効率的ファインチューニング

関連ツール OpenAI API LlamaIndex Pinecone Hugging Face

求人需要 最高需要 🔥🔥🔥🔥

SKILL 03｜MLOps / LLMOps 重要度：★★★★★

概要 機械学習モデルを本番環境で安定稼働させる運用技術。2026年はLLMの大規模展

開でLLMOpsが新たな専門領域として確立されています。

習得ポイント CI/CDパイプライン、モデル監視・ドリフト検知、実験管理（MLflow）、コンテナ

化（Docker/Kubernetes）

求人需要 高需要・ニッチ高給 💰💰💰

SKILL 04｜Responsible AI / AIガバナンス 重要度：★★★★☆

概要 2026年8月にEU AI Actが完全適用開始。AI倫理・説明可能性・規制対応が企業の競

争力の核心となっています。

関連ツール SHAP LIME IBM AI Fairness 360

求人需要 急成長セクター ↑↑↑

SKILL 05｜Data-Centric AI / 合成データ生成 重要度：★★★★☆

概要 モデルよりデータ品質の改善に集中するアプローチ。プライバシー保護・データ不

足問題を解決する合成データ技術が主流化しています。

求人需要 中〜高需要 📈

SKILL 06｜クラウドデータプラットフォーム 重要度：★★★★★

概要 データエンジニアリングからMLモデル展開まで一貫してクラウド環境で実施。

AWS/GCP/Azureの認定資格保持者は高年収傾向にあります。

求人需要 最高需要・高年収 💰💰💰💰



SKILL 07｜Python + SQL（AI時代の基礎強化） 重要度：★★★★★

概要 AI活用が進む2026年でも全DSスキルの土台です。GitHub Copilot等のAI補助ツー

ルと組み合わせた生産性向上が必須となります。

求人需要 全求人の90%以上で必須 ✅✅✅

SKILL 08｜BI / データビジュアライゼーション 重要度：★★★☆☆

概要 分析結果をビジネス意思決定に繋げるストーリーテリング力。AIダッシュボードの

自動生成が普及し、より高度な洞察提示力が求められます。

求人需要 安定需要 📊

SKILL 09｜因果推論 / 統計的意思決定 重要度：★★★★☆

概要 相関ではなく「因果」を見極める高度統計スキル。A/Bテスト設計・介入分析でビ

ジネスインパクトを証明できる希少人材です。

求人需要 高給ニッチ・金融で特に高需要 💎

SKILL 10｜マルチモーダルAI / CV 重要度：★★★☆☆

概要 テキスト・画像・動画・音声を統合処理するモデルが新標準。製造・医療・小売で

の応用が急拡大しています。

求人需要 製造・医療で急成長 🏭🏥

 第2章：市場求人分析

2-1. 日本のDS求人市場概況（2026年最新）

指標 数値 前年比・状況

データサイエンティスト有効求人倍率 2.83倍 ↑ 上昇中

ITエンジニア全体の有効求人倍率（2026年1月） 3.4倍 ↑ 高止まり

AI・機械学習分野の市場規模成長 340%拡大予測 🚀 急拡大



指標 数値 前年比・状況

サイバーセキュリティ求人数 150%増 ↑↑ 増加

2-2. データサイエンティストの年収レンジ（2026年）

職種・レベル 年収レンジ 特記

DSジュニア（0〜2年） 450万〜650万円 基礎スキル重視

DSミドル（3〜5年） 700万〜900万円 専門特化が鍵

DSシニア / リード 950万〜1,300万円 マネジメント力

LLMエンジニア 900万〜1,500万円 最高需要

AIガバナンス専門家 800万〜1,100万円 規制対応需要

2-3. 業界別DS需要ランキング

1. テクノロジー・SaaS企業 ── LLMエンジニア / MLOps

2. 金融・フィンテック ── 因果推論 / リスクモデリング / Responsible AI

3. 医療・ヘルスケア ── マルチモーダルAI / 予測モデル

4. 製造・IoT ── コンピュータビジョン / 異常検知

5. 小売・EC ── 需要予測 / レコメンデーション / BI

2026年採用トレンドの3つの変化

「大量採用」→「精密採用」へ：即戦力スキルと業務理解を重視する傾向へシフト

「技術力のみ」→「ビジネス連携力」も評価：ステークホルダーとのコミュニケーション力が

差別化要因に

「個別プロジェクト」→「組織全体へのAI展開ROI」：部分最適ではなく全体最適を示せる人

材が評価される

 第3章：活用事例



事例1｜生成AI × 製造業DX（コンピュータビジョン）

企業規模：製造業・従業員3,000名

課題：品質検査の人手不足・検査精度のばらつき

活用スキル：コンピュータビジョン（YOLO v9）+ MLOps + クラウド（AWS）

成果：検査工程の自動化率85%、不良品見逃し率65%減、年間コスト削減1.2億円

事例2｜LLM × 金融業務効率化（RAG + Responsible AI）

企業規模：メガバンク・従業員20,000名

課題：行内規定・契約書の検索・照合に毎日2〜3時間かかる業務負荷

活用スキル：RAGシステム構築 + Responsible AI（SHAP説明性）+ データガバナンス

成果：検索時間90%削減、コンプライアンスチェック自動化、監査対応コスト50%減

事例3｜Agentic AI × マーケティング自動化

企業規模：EC・スタートアップ・従業員150名

課題：SNS運用・広告最適化・顧客セグメント分析の人手不足

活用スキル：AIエージェント（LangGraph）+ 因果推論（A/B効果測定）+ BI（Looker）

成果：マーケティング施策立案コスト70%削減、CVR18%改善、月次レポート完全自動化

事例4｜MLOps × ヘルスケアAI（予測モデル本番運用）

企業規模：医療SaaS・従業員500名

課題：患者リスクスコアリングモデルの精度劣化・本番運用の不安定性

活用スキル：MLOps（Kubeflow + MLflow）+ Data-Centric AI + クラウド（GCP）

成果：モデル再学習サイクル自動化、精度劣化アラート自動検知、稼働率99.9%達成

 第4章：キャリアプランへの活用法

4-1. あなたのスキルステージ診断

 ステージ1 ENTRY（学習中〜0年）



優先スキル：Python・SQL・統計基礎

次のステップ：Kaggle参加、データ分析ポートフォリオ作成

目標年収：450〜600万円

 ステージ2 GROWTH（1〜3年）

優先スキル：クラウド・MLOps基礎・生成AI実装

次のステップ：クラウド資格取得（AWS/GCP）、LLM活用PoC実施

目標年収：650〜850万円

 ステージ3 EXPERT（3年以上）

優先スキル：Agentic AI・Responsible AI・因果推論

次のステップ：社内AIリード・技術登壇・OSS貢献

目標年収：900万〜1,500万円

4-2. スキルマップ（2026年版）

【高需要 × 習得しやすい】

優先して習得

Python/SQL, BI/可視化, クラウド基礎

【高需要 × 習得難しい】

差別化の核

Agentic AI, LLMエンジニアリング, MLOps

【中需要 × 習得しやすい】

副次スキルとして

データビジュアライゼーション, BIツール

【中需要 × 習得難しい】

高給ニッチキャリア向け

因果推論, Responsible AI

4-3. 2026年の「DSキャリア4パターン」

パターン 主軸スキル 向いている人

AIエンジニア LLM, Agentic AI, MLOps 実装が好き・エンジニア志向

データアナリスト SQL, BI, 統計, 因果推論 ビジネス課題解決が好き

MLリサーチャー 深層学習, 合成データ, 論文 研究志向・数学が得意

AIガバナンス専門家 Responsible AI, 法規制 リスク管理・コンサル志向

 学習ロードマップ

CODOR DataScience BootCampでのアクションプラン



本レポートで紹介したトレンドを踏まえ、以下の3つのアクションから始めましょう。

□ 自分のスキルステージ（Entry / Growth / Expert）を診断する

□ 優先スキルを1つ決めて、今月の学習計画を立てる

□ キャリアゴール（1年後・3年後）を書き出す

※BootCamp参加者限定の追加リソースは専用ポータルをご確認ください。
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